
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

「長野県の美しい伝統的工芸品を未来につなぐ条例」第８条第 1 項の規定により、長野県

知事指定伝統的工芸品として、「松本押絵雛（まつもとおしえびな）」を新たに指定しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県（産業労働部）プレスリリース 令和７年（2025 年）９月 19 日 

 
  

長野県知事指定伝統的工芸品を新たに指定しました 

 
（問合せ先） 

担 当 産業労働部 産業技術課 
保安・伝統産業係 峯村、東方 

電 話 026-235-7133（直通） 
E-mail sangi@pref.nagano.lg.jp 

 

指定年月日 

令和７年９月 19日 

 

指定品目 

名称 生産者 製造地域 

松本押絵雛（まつもとおしえびな） ベラミ人形店 松本市 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

・本日（９/19）の知事会見終了後、生産者・担当課による、今回指定した工芸品の

説明を予定しています。 

・今回の指定により、長野県知事指定伝統的工芸品は 24品目になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月 19日指定 

松本
ま つ も と

押絵
お し え

雛
び な

 

概要 

歴史・沿革 

 松本に押絵雛が普及したのは、天保年間（1830～1843年）、松本藩主・

戸田氏の時代に藩の殖産興業の一つとして押絵雛づくりが推奨されたこと

が契機であるという説が有力である。 

明治時代中期には生産の最盛期を迎え、押絵雛づくりが松本の主要産業

となり、士族の妻女が押絵雛を製作して商人が県内各地、県外へも売り歩

いた。 

ひなまつりで飾られたほか、端午の節句の飾りや贈り物としても用いら

れた。 

明治 35年に鉄道が松本まで開通し、関東地方から立体的な人形の坐
す わ り

雛
び な

が入手しやすくなったこと、明治 45年の大火で、押絵雛づくりを担った

士族が離散したこと、明治時代末期から大正時代には生産量を上げるため

に粗製濫造されたことなどの要因が重なり、押絵雛づくりは衰退。 

 昭和 45年からベラミ人形店が博物館や民家に残る押絵雛を参考に生業

として復活させ、親子二代で技術を伝承し、現在に至っている。 

 日本の押絵は、京都御所の女官たちが着物の余り布を使ったのが始まり

とされ、京都に上がった武家の女性たちが製法を学んで松本へ伝えたとさ

れている。 

 布地に型紙と綿を入れて包む、顔描き、組立等の製造過程は全て手作業

で行われる。浮世絵風の面長な顔、平面でありながら立体的であることが

特徴。 

 雛人形のほか、歴史上の著名な人物や歌舞伎役者等の押絵が製作されて

いる。 

【製造地域】 

松本市 

（問合せ先） ベラミ人形店 

〒390-0811 長野県松本市中央３－７－23  

TEL：(0263)33-1314 



 

 

【主要原材料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

松本押絵雛製造工程 

１ 下絵（元絵・分解図）作成、型紙カット・・・材料❶ 

下絵（元絵・分解図）を描く。 型紙に分解図を貼り、カット。 

２ 布地に型紙と綿を入れて包む・・・材料❷、❸、❹ 

型紙に合わせ布地をカットし、金ベラで布地と型紙の間に綿を入れる。 型紙の曲線に沿ってハサミで切れ込みを入れる。布地を折り込み、電気ごてで糊付け。 

３ 顔描き・・・材料❺ 
顔用の布にドーサ液を塗り、乾燥後に胡粉を塗る。再び乾燥さ
せた後、膠を混ぜた顔彩で顔描き。 

 

名称 成分・特徴 等 

❶型紙 人形の耐久性を向上させるため、型紙は厚紙を使用する 

❷綿 未晒しの綿は繊維が長く、ふくらみが表現しやすい 

❸布地 本絹（金襴、綸子等パーツに合った布地を選ぶ） 

❹粉糊 
もち米を水で溶いて練って作る 
接着力が強すぎず布を傷めない 

❺ドーサ液、
胡粉、顔彩 

膠とミョウバンを水に溶かしたもの 
貝殻を主原料とした顔料 
顔用の布地に塗り、顔彩を滲みにくくする 

❻竹串、和紙 
組み立てた人形の背後に竹串を通し、和紙で裏打ちする
ことで押絵雛の耐久性が向上する 

 

【製造工程】 

 

４ 組立・・・材料❻ 
完成したパーツを組み立て、人形の背後に竹串
を通し、和紙で裏打ちをする。 
 

完成 


